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い, 完全乱流域における時間 ･位置平均の伝熱係数および流体摩擦係数を測定し, ついで熟および運動量
の乱流拡散係数を求め, それぞれ並進流の結果と対比的に論じている｡






体中に浮遊させた微粒子の飛跡を 写真撮影し, 流れの速度を算出す､るス トロボ解析法につき記述してい

















1.3 乱流中心部の運動量および 熟の乱流拡散係数を求め, 前者は半径方向にほとんど一様な分布を示
すにもかかわらず, 後者は間隙の中心部に山を有し, しかも前者の20倍程度の値を有することをみいだし
た ｡
1.4 この差は運動量はベクトル量であり, 熟はスカラー量であることが原因であることを 混合距離理
論を用いて説明した｡
2. テイラー渦流れの輸送現象
2.1 拡散速度律速の電極反応を用いて 外円筒壁面における物質移動および その時問的変動の局所値の
軸方向分布を求め, 層流からテイラー渦流れをへて, 完全乱流に至る遷移現象を, ティラ- 数の範囲によ
り5段階に分類した｡
2.2 またその分布形よりテイラー渦の形を推定したが, それによると, テイラー渦は 巾が大体二重円
筒の間隙と等しく, 規則正しく並ぶが, 必ずしも断面が円形ではなく, 履歴により楕円形にひずむことの
あることを示した｡
3. テイラー渦流れの流動機構





ー数を求め, さらにテイラー渦の速度分布の理論解を得た｡ 臨界テイラー数は実測値とよくあい, 速度分
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たものであり, その成果は学術上高い価値を有するのみでなく, 回転機械の設計の際に応用され, また連
続操作の化学反応装置にも応用される可能性を有するなど工業上寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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